
 

寝屋川市広報で紹介していただいてから、お問合せをよく頂く「ユリノキ」が、

やっと咲き始めました!! 

数日前から木の上の方（高いところ）から咲き始めていた様ですが今は下の方

まで咲いてきています。ユリノキは時計塔から中央広場にかけてと、やすらぎ

広場南側に見られますが、今、見ごろの木は時計塔の南側の木です。もう少し

で全体が満開になりそうです。中央広場とやすらぎ広場南側の木は、見上げて

高いところは咲いていますが、まだ蕾が多く見られます。見つけにくいですが、

蕾もとてもかわいいです。ぜひ、爽やかな黄緑色とオレンジ色の花を探してみ

てください。 

ユリノキは明治元年に新宿御苑に植栽された株が日本初とされています。５～６月ごろにチューリップの様

な花を咲かせることから、別名「チューリップの木」と呼ばれ、葉は乳児を寝かすねんねこ半纏に似ている

ことから「ハンテンボク」とも呼ばれています。秋の黄葉が美しく実もなります。 


